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本日出席会員 35名 

 メークアップ（前々回）0 名 

 出席率（前々回補正） 80.77% 

「君が代」斉唱 

ロータリーソング「奉仕の理想」 

 

副会長挨拶 副会長 小林 幸一                 

皆さん、こんにちは。

今朝、白﨑会長より電話

がありまして、「来週の

クラブ協議会から出ま

すので今日だけ頼む」と、

「安心して、療養なさっ

て下さい。」という事を

申し上げました。 

先ほど理事会がありまして、「例会のあり方をどうし

て行こうか」という事で相談させて頂きました。２月

まで約一月、皆さんとご無沙汰でございましたが、こ

うやって元気に集まられるのは、やはりロータリーは

良いなとつくづく思った次第で、これは私だけでは無

いと思います。この例会のあり方について色々な方法

があるのですが、白﨑会長とも電話で話し、先ほどの

理事会でお話しした結果、この教室の様な机の並びで

密を避けお食事をして、通常の例会に戻ろうかいう事

でさせて頂きました。また、何か特別な事が起きた時

には、臨時でも理事会を開かせて頂いて、相談して決

めさせて頂きたいと思います。本来のＲＣは、食事を

しながら色々な情報交換をし、中には職業奉仕の話を

するのが原点だった思います。ロータリアンとして目

覚めて行きたいと思っております。 

今日、本来であるなら会長が出席して、「年頭所感」

というプログラムでしたが、吉田プログラム委員長の

粋な計らいで、懐かしい武生・今立の映像を見て頂い

て振り返って頂き、温故知新ではございませんが、そ

ういうひと時も必要ではないかと思います。どうか、

皆さん楽しんで頂きたいと思います。ありがとうござ

いました。 

プログラム 炉辺会合 (掲載遅くなりました)                           

「コロナ禍でのロータリー奉仕活動について」 

【3班】日時：11月 6日(金)18：30～場所：うおとめ 

責任者：田中茂 発表者：柿谷好彦 

参加者：藤谷家也、宇野晃成、宇野賢治、西本久美子、 

木下仁史、藤本幸紀  

はじめに、責任者

の田中茂会員よりテ

ーマについて、次の

３つの考えを挙げて

頂きました。 

1.コロナ過にあって、

ロータリークラブの活動が停滞、もしくは停止し

ていないか？ 

1. 例えば zoom,teams 等を使って、会員向け、地域向

けの情報を発信していく 

2. フェィストゥフェィスの事業であっても、実現出

来ないわけではない 

この３つについて、福井フェニックス RCの事例を挙げ

ながら説明頂き、また、zoom や teams について、地区

職業奉仕研修会のアンケートを基に説明を頂きました。

その後各会員より様々なご意見を頂きました。 

・ロータリークラブは、色々な職業が集まっているの

で、それぞれのお困り事を「コロナ対策」としての

取り組みを、発表出来る場が出来れば活動にもなる

かと思います。 

・いつ終わるか分からないコロナ禍において、恐れる

だけでは段々とインに籠るだけなので、市や企業の

取り組んでいるイベント（例えば、ＡＷ工業が越前

市役所で「命のメッセージ展」を開くイベントなど）

に、一緒に取り組み多くの市民に来て頂ける様にす

る事も奉仕活動になるのではないか。 

【4班】日時：11月 6日(金)18：30～場所：うおとめ 

責任者：玉村一男 発表者：上野巌 

参加者：谷尾榮一、河嶋一、三田村士郎 西野昌美、 

川原雅人 
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だれも経験したこ

とがないコロナ禍の

中、見通しがつかな

い中で、会員それぞ

れ苦労をされており、

その中で上手にコロ

ナと付き合いを始め

た方もいらっしゃいました。それでは、会員のそれぞ

れの思いを発表させていただきます。 

現実には活動しようと思っても出来ないのですが、 

この時期に、ロータリーの理念を考える良い機会では

ないか。ロータリーとは何か。勧められて入会した人

もいると思いますが、ロータリーのことを考える。ロ

ータリーのことを勉強する。 

老人施設に手洗い慰問をしていたが保健所関係は大

変、幼稚園でも手洗いマスター。コロナ関係でロータ

リーもお手伝いできたらいいのではないか。 

職業奉仕自分のしている職業を一生懸命することが

職業奉仕。従業員を大切にするのも、良い商品をお客

様に渡すのもコロナ禍でもそれで良いのではないか。

胸を張って職業をしていけば良いのではないか。 

 これからの武生ロータリークラブを考える時、自分

の所属するロータリークラブがロータリーとしての本

質を見失うことなく、武生ロータリーの会員がいきい

きと前向きの奉仕活動を続けるためにどうしたら良い

か考えてみていただきたいと思います。 

【5班】日時：11月 4日(水)18：00～場所：神崎家 

責任者：米岡房直 発表者：有定静子 

参加者：辻岡俊三、内藤義介、河合敏一、宮本俊、     

井上常宏、石川浩、三田村久光、橋本勝利、桶谷三枝子 

「コロナ禍でのロー

タリー奉仕活動」につい

て、少数人数での話し合

いはしても良いのでは

ないか、検温する体温計

がまだ足りないので寄

付してはどうか、母子家

庭を支援してはどうか、身近に出来る事を行ったらど

うか、そしてまた、私自身が知らない言葉、「ウィサー

ブ」・団体で奉仕する活動、「アイサーブ」・個人一人一

人が奉仕する活動という言葉を始めて教えて頂きまし

た。昔のロータリーの方針は、先人活動を重んじる為、

話し合いがよく行われていたと聞かされていました。

また、コロナ禍については、「２週間以内に県外に出た

人は会合に出席しない事、そして一人一人がルールを

守って気をつけている事が、大切ではないだろうか」、

と言うご意見でした。そして私としましては、ロータ

リーは社会奉仕なので、率先して会をアピールする為

にも、今のこの時期だからこそ力を発揮できるのでは

ないかと思っています。 

会員記事                   

2月 誕生日お祝い ･･･4名 

  織 田 桂 蔵  80 才  

西 藤 浩 一  69才 

蔭 山 雅 一  69才 

白 﨑 弘 康  66才 

  

2月 結婚記念日お祝い･･･2名 

  梅 田 雅 彰・裕 子 6年 

 前 田 栄 二・佳代子 6年 

 

 

2月 連続出席お祝い ･･･2名  

谷 尾 榮 一  40年 

 上 野   巌  4年 

 

 

ニコニコ箱・・・30,000 円 累計 581,500 円                  

・今日もよろしくお願いいたします。   【小林幸一】 

・連続出席自祝            【谷尾榮一】 

・今年もよろしくお願い申し上げます。 【竹内紀昭】 

・ちょっと！ 【佐々木忠彦】【野田義弘】【三田村士郎】 

・ご無沙汰です。      【田中大成】【三田村久光】 

・お世話になっております。       【三村昌之】 

・ご声援をお願いします。        【宇野晃成】 

・連続出席自祝 お久しぶりです。    【井上常宏】 

・誕生日自祝             【西藤浩一】 

・申し訳ありません。早退させていただきます。 

                   【矢尾主成】 

・連続出席自祝 ようやく 4 年が過ぎました。皆様の

おかげで続けてまいりました。     【上野 巌】 

 

例会変更情報／福井県内ﾋﾞｼﾞﾀｰ受付（2 月 17 日～3 月 1 日） 

ビジター受付はありません。 

＊変更の無い各クラブの定例例会については、ロータリーの

友ホームページ等にてご確認ください。 

 

本日(2月 16日)例会    2月 23日 

 

3月 2日 

第一例会行事/ゲスト卓話 

「SDGsについて」 

 川口サマンサ氏 

3月 9日 

 

休  会 

ゲスト卓話 

「天気とことわざ」 

気象予報士 村田光広氏 


